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を 身 に つ け よ う

（公財）日本少年野球連盟規約　　第3条

本財団は、ボーイズリーグを通じ、硬式野球を愛好する少年に

規律を重んじる明朗な社会人としての基礎を養成し、

中谷　恭典
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正しい野球のあり方を指導し、野球を通じて心身の錬磨と

スポーツマンシップを理解させることに努め、

もって次代を担う少年の健全育成を図ることを目的とする。



 

  会 長 挨 拶                       

                               公益財団法人 

                               日本少年野球連盟 

会長 中谷 恭典 

 

 

 

 中日スポーツ杯中日本秋季大会の開催、心からお慶び申し上げます。 

 ご承知の通り令和２年、連盟創立５０周年というメモリアルイヤーはコロナ禍で日本中

が大変なダメージを受けるとんでもない１年になってしまいました。 

 しかし、この秋のスポーツ界は大坂なおみ選手の全米オープン２年ぶり２度目の優勝な

ど久々に明るい話題が増えて来ました。我々ボーイズリーグにとっては各ブロックの秋季

大会開催のお知らせが非常に嬉しく頼もしい便りとして各ブロックから次々に届き、胸躍

らせる日々となっています。 

 春の長い自粛期間を堪え忍び、ガイドラインを厳守しながら酷暑の夏を乗り越えてよう

やくたどり着いた実りの秋。新チームにとって最初の晴れ舞台は、選手の皆さんはもちろん、

辛抱強くサポートして下さった指導者や保護者の皆さんにとっても待ちに待った大会に違

いありません。どうか存分に磨き上げた実力を発揮することで、これまで懸命に支えて下さ

った方々を喜ばせていただきたい。 

 どんなに苦しいシーズンだとしても、常に主役は皆さん方選手です。その誇りと自信を忘

れず、思い切ったプレーで最後まであきらめず戦い抜くことが何より大切です。 

 最後になりましたが、開催にあたりご尽力賜りました関係会社、関係者各位に厚く御礼申

し上げて、私からの挨拶に代えさせていただきます。 



            

 

中日スポーツ杯第 15回日本少年野球中日本秋季大会 

ごあいさつ 

 

     

中日新聞社 中日スポーツ総局長  

              斎田 太郎 

 

 

中日スポーツ杯第15回ボーイズリーグ中日本秋季大会の開幕を心からお祝い

申し上げます。 

この大会を迎えるまでに、選手のみなさんには大変なご苦労があったと思い

ます。新型コロナウイルスの感染拡大により政府の緊急事態宣言が発布され、学

校は休校となり、チームの活動は自粛を余儀なくされました。親しい仲間と会え

ず、大好きな野球ができない日々はつらく、長かったでしょう。 

いよいよ、たまったうっぷんを晴らすときがやってきました。自粛期間中は外

出を控えながらも、みなさんはそれぞれのやり方でトレーニングに励んでこら

れたと思います。今ほど野球ができる喜びを感じたことはなかったのではない

でしょうか？ 

一方、みんなで苦難を乗り越えて迎えた今年の大会は永遠に語り継がれるこ

とになります。まだ、コロナ禍の終息は先が見通せませんが、この大会の開催に

こぎ着けてくださった連盟役員、保護者、選手のみなさまに感謝を申し上げます。

どうか、志を高く持って新たな歴史の開拓者となってください。 

中日スポーツは紙面で、みなさまの活躍を応援いたします。 
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　　　　新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う大会運営ガイドラインについて

　今大会は新型コロナウイルス感染拡大防止策として、５月２０日付け連盟通達に従い
大会を運営してまいります。
　つきましては、関係者の方々は、以下の事項を遵守いただきますよう、よろしくお願いいたします。

（新型コロナウィルス感染拡大防止対策）
連盟主催大会、地区大会及び練習試合を行うにあたり以下の事項、対策を講じることを運営の基本とし、連盟通達及び
各地域 の状況 、各会場 、球場 の対策方針に従い行うこととする。
尚、大会運営役員、審判、参加チーム スタッフ、選手 、保護者の全ての者に於いて当日の検温（37.5度以下）並び
体調に異常が無いか確認をし 各自出来る限り ２ｍ以上の距離を取りマスクを着用し、密集しないようにする。

１． 大会開会式、閉会式を禁止とする。表彰式は最低限の人数、時間で簡素に行う。
２． （１）大会運営方法
　　　　　・運営（球場）責任者、及び運営役員３名
　　　　　　放送 1 2 名 記録 1 名 グランド整備等運営補助者 5 名 程度
　　　　　　室内本部は必要最低限 の 者とし、屋外（スタンド） とする。
　　　　　・試合間隔は試合時間含め３時間を取り密にならないよう運営する。
　　　　　・試合ベンチはグランド内にもスペースを広げ、防球ネット等で安全対策を行い密度が高くならないように
　　　　　　設営する。
　　　　　・チーム到着時、帰途時の挨拶は「無し」とし、メンバー表等の提出のみとする。
　　　　　・試合前審査は審査証確認及び道具審査のみとし、代表のみが立ち会う。
　　　　　　また試合前 のメンバー表交換の集合は球場責任者、審判、監督、主将で行う。
　　　　　・接待は「無し」とし 飲料 （個別ペットボトル 、弁当等は 1 ヶ所に準備し各自で 取りに行くこととする。
　　　　　・本部席、ベンチ、トイレに消毒液、または手洗い用ハンドソープを設置し、試合終了後、ベンチを消毒する。
　　　　　・試合会場入りは 1 時間前とし、試合終了後は速やかに会場より退出 する。
　　　　＊大会主催者は検温計、ハンドソープ、消毒液、ダスタークロス等の準備をする。
　　　（２）試合に関して
　　　　　・打席、守備につくとき以外はベンチ内に於いてはマスク着用とする。
　　　　　・指示、掛け声は飛沫が飛ばないよう大声を出さず行う、またメガホンは禁止とする。
　　　　　・試合開始、終了の挨拶は声を出さず 礼のみで行う。
　　　　　・捕手は防具を自ら着用し 補助者を使わない。
　　　　　・審判はマスク着用し 判定コールは大声を出さずジェスチャーを大きく行ってジャッジングをする。
　　　　＊マスクの着用は熱中症等のリスクが高くなる為 時間を取るなど配慮が必要です。
　　　（３）参加チームについて
　　　　　・会場入りするチームは支部ホームページにある「会場参加者名簿」を球場責任者に毎試合提出する。
　　　　　・会場入りするチーム構成はベンチ入りの代表、監督、コーチ、マネージャー、選手20（25）名以内及び保護者の
　　　　　　応援はマスク着用し観客席にて２ｍ以上の間隔を取り、声を出さずに見学のみとする。
　　　　　・チームの飲料等は個人水筒、専用ペットボトルで行いチームのジャグ等禁止と
　　　　　　する。またチーム役員、監督等の接待も禁止とする。
　　　　　・昼食を取る場合 対面にならないよう２ｍ以上の間隔を取り会話を控え最低限の
　　　　　　時間で済ませる。また他チームとの必要外の接触は避ける。
　　　　　・大会会場へは1 時間前以上早く入らない。また試合終了後は速やかに帰途に着くこと。
　　　　　・選手移動については全ての車両に於いて こまめな換気を行い密閉、密集、密接にならないよう注意する。
　　　　　・宿泊に於いては一人一部屋、室内でのミーティングをしない。食事の時は対面。
　　　　　　密集にならないよう会話は控え速やかに食事をする。
　　　　＊大会（試合）に参加するにあたり、チームの基本的な対策及びハンドソ ープ、消毒液など備品は各チームで
　　　　　　準備し、選手、スタッフ、保護者の管理はチームで責任をもって行うこととする。

　　　　以上が大会のガイドラインでありますが感染のリスクがゼロではありません。
　　　　各チーム参加選手、保護者にはよく説明を行い同意、承諾の中で参加、活動をお願い
　　　　いたします。またチームからの強制参加及び活動は禁止致します。
　　　　尚、大会開催中に於いても感染状況が悪化もしくは行政の指導があった場合は大会及
　　　　び試合を打ち切ることがあります。

以上

各種大会開催（練習試合）運営に関するガイドライン



《大 会 規 定》 

1・1 チームの登録選手は中学生の部は 11 名以上 25 名以内（ベンチ入りは 20 名以内）とする。また、小学生 
の部は 11 名以上 20 名以内とする。 

2・出場選手はその大会の登録締め切り日現在、連盟へ登録済みの者に限る。 
3・審査証は当年度発行のものとする。 
4・オーダー表記入選手 20 名以内およびチーム責任者、登録された監督、コーチおよびマネージャーのみがベ

ンチに入ることができる。但し、各種登録証(チーム責任者、監督、コーチ)および審査証(選手)を携帯してい

ない場合は、いかなる理由でもベンチには入れないが、チーム責任者、監督、コーチは、試合開始までに間

にあった場合は、審査の上でベンチ入りできる。また、選手は試合終了までに間にあった場合は、審査の上、

その時点でベンチ入りできる。なお、チーム責任者は必ずベンチに入らなければならない。チーム責任者不

在の場合は試合できない。 
 5・組み合わせの若番号が 1 塁側のベンチ、後番号が 3 塁側のベンチに入る。 チーム責任者、監督、コーチは

登録証を携帯すること。 
6・監督(背番号 60)、コーチ(背番号 50)は選手と同じユニフォームを着用すること。 
7・試合開始時刻 60 分前に試合場に到着し、直ちにオーダー表を 5 部、投球回数記録副表 3 部及び大会初戦の

時は、直前大会参加報告書を大会本部に提出の上、所定の審査を受けなければならない。 
8・オーダー表交換時に両キャプテンにより、先行、後攻をジャンケンで決める。 

 9・試合開始予定時刻までにチームがグランドに現れないときは、球場責任者と責任審判員が協議して没収試合   
  を宣言することができる。 
10・試合方法など 
・中学生の部 

(1) 各試合は 7 回戦で行い、4 回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 2 時間（決勝戦

は 2 時間 20 分）を超えた場合、新しいイニングには入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点よ

り多い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界

不良などにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(4)により勝敗を決する。同点の場合は最

終回時点で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可能

になった場合は、サスペンデットゲームとする。 
(2)4 回終了時（後攻のチームの得点が先攻チームの得点より多い場合は、4 回終了時）10 点差、5 回以降 7  
 点差の場合、コールドゲームとする。 
(3)7 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 8 回(決勝戦は 10 回)あるいは試合開始から 2 時間(決勝

戦は 2 時間 20 分)を超えては(どちらか早い方)新しいイニングに入らず、タイブレーク方式を実施する。

(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 
・小学生の部 

(1)各試合は 6 回戦で行い、4 回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 1 時間 40 分（決

勝戦は 2 時間）を超えた場合、新しいイニングに入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点より多

い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界不良な

どにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(4)により勝敗を決する。同点の場合は最終回時点

で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可能になった

場合は、サスペンデットゲームとする。 
(2)4 回以降 7 点差の場合、コールドゲームとする。 
(3)6 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 7 回 (決勝戦は 9 回) あるいは試合開始から 1 時間 40 分 

(決勝戦は 2 時間) を超えては(どちらか早い方) 新しいイニングに入らず、タイブレーク方法を実施する。

(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 
11・(1) 小学生の部投手は、1 日 6 イニング以内、連続する 2 日間で 8 イニング以内とする。 
    中学生の部投手は、1 日 7 イニング以内、連続する 2 日間で 10 イニング以内とする。 
  (2) ダブルヘッダーでの連投を認めるが、投球回数を小学生の部は 6 イニング以内とする。中学生の部はダ

ブルヘッターに登板した投手、連続する 2 日間で合計 5 イニングを超えた投手（5 イニングは可）及び 3
日間連続で登板した投手は、翌日に投手または捕手として試合に出場することはできない。 

  (3) 例えば、1 試合目で 5 回投げた場合には、次の試合で小学生の部は 1 回、中学生の部は 2 回投げる事が

できる。ただし端数回数(0/3 回・1/3 回・2/3 回)は切り上げて 1 回とする。端数回数の 0/3 回は新しい

イニングに入って一死もとらずに降板した場合を示す。なお、小学生の部は変化球を禁止する。 
  (4) 日程の変更（地区大会を含む）等で前大会と連続試合になる場合があるので、すべてのチームは「直前



大会参加状況報告書」を次大会の最初の試合日に、次大会主催者宛 提出しなければならない。 
12・(1) 監督またはコーチの指示、伝達は 1 試合で攻撃 2 回と守備 2 回の計 4 回とする。延長またはタイブレー

クに入った場合は、それぞれで 1 回の指示、伝達を認める。 
    (選手の怪我や交代などの指示、伝達は回数に入らない。) 

(2)守備側の投手に対する指示、伝達が 3 回目となれば、自動的に投手は交代となり、その投手は他の守備位

置についてもよいが、再び投手として登板することはできない。 
(3)  内野手が 2 人以上投手のところに行った時も 1 回に数える。 
(4)  指示、伝達は審判がタイムを宣言してから「30 秒以内」とする。 

13・1 イニングで同一の投手に対して指示、伝達が 2 回目となれば、自動的に投手の交代となる。 
   その投手は他の守備位置に着くことができるが、同一イニングでは投手として登板することはできない。 
   ただし、新しいイニングに入れば、再び投手として登板することができる。 
14・審判員の判定に対する抗議は認めない。但し、ルールの適用についての確認は認める。 
15・監督またはコーチが投手に指示などをするときは、マウンドのところで行うこと。(ベンチからは駆け足で) 
16・2 塁走者やベースコーチなどが捕手のサインを盗んで、打者にコースや球種を伝える行為を禁止する。 
17・ボール回しをする時は一回りとし、最終野手は、その定位置から返球する。また打者が打撃を継続中、塁上

走者がアウトになった場合のボール回しは禁止する。 
18・投手は走者をアウトにする意志がないのに、無用のけん制球を繰り返すとか、または送球するまねを何度も 

繰り返す行為は、試合のスピーディーな進行の妨げになるため禁止する。 
19・小学生の部は、攻撃側チームの監督、コーチに限りコーチスボックス内でベースコーチを務めてもよい。こ

の場合必ず両耳付きヘルメットを着用すること。 
20・各チームは同色のヘルメット 7 個以上、捕手の規定防具（マスク、捕手用ヘルメット、プロテクター、レガ

ース、スロートガード、ファールカップ）2 組を備えること。一体型捕手マスクの場合はヘルメット、スロ

ートガードを除く。 
21・ユニフォーム、バット、スパイク、グラブ等は連盟指定業者のものに限る。 
22・捕手は必ずヘルメットならびに規定防具を試合、練習を問わず着用すること。 
23・グランドの都合で大会トーナメント規定が別に制定された場合は、それに従うこと。 
24・ベンチ内での携帯電話の使用を禁止する。 
25・光化学スモッグ発生の場合は、試合及び選手に対する措置は別に定め、運営委員の指示に従う。 
26・試合前のシートノックは原則として５分間行うが、当該球場のグラウンド状況や試合終了時間を勘案して 
  シートノックを行うか否かは球場責任者が決定するものとする。 
27・守備側チームの監督が故意四球とする意思を球審に示して、打者が一塁を与えられたときには、故意四球が

記録される。 
 
参考 
 野球規則 7.02(4) 
  7.02(a)によりサスペンデッドゲームにならない限り、コールドゲームは、球審が打ち切りを命じた時に 
   終了し、その勝敗はその際の両チームの総得点により決する。 
 【注】我が国では、正式試合となった後のある回の途中で球審がコールドゲームを宣したとき、次に該当す    

    る場合は、サスペンデッドゲームとしないで、両チームが完了した最終均等回の総得点でその試合の 
勝敗を決することとする。 
(１) ビジティングチームがその回の表で得点してホームチームの得点と等しくなったが、表の攻撃が 

終わらないうち、または裏の攻撃が始まってもホームチームが得点しないうちにコールドゲームが 
宣せられた場合。 

(２) ビジティングチームがその回の表でリードを奪う得点を記録したが、表の攻撃が終わらないうち又

は表の攻撃が始まらないうち、あるいは裏の攻撃が始まってもホームチームが同点かたはリードを

奪い返す得点を記録しないうちにコールドゲームが宣せられた場合。 
《タイブレーク実施細則》 

(１)  特別規則 
(イ)  中学生の部は延長８回あるいは試合開始から 2 時間を超えて（いずれか早い方）決勝戦は 10 回ある

いは 2 時間 20 分を超えて(いずれか早い方)、小学生の部は延長 7 回あるいは試合開始から 1 時間 40
分を超えて（いずれか早い方）決勝戦は 9 回あるいは 2 時間 00 分を超えて(いずれか早い方)両チーム

の得点が等しい時以降の回の攻撃の回の攻撃は、一死走者満塁の状態から行うものとする。 
(ロ)  打者は、前回正規に打撃を完了した打者の次の打者の者とする。 



(ハ)  この場合の走者は、前項による打者の前の打順の者が一塁走者、一塁走者の前の打者が 
      二塁走者、そして二塁走者の前の打者の者が三塁走者となる。 

(二) この場合の代打および走者は認められる。 
（２）チームおよび個人記録 
   チームおよび個人記録は公式記録とするが、以下に掲げる事項に留意すること。 
   (イ)投手記録 

・規定により出塁した３走者は、投手の自責点とはしない。 
・完全試合は認めない。 
・無安打、無得点試合は認める。 

   (ロ)打撃成績 
    ・規定により出塁した 3 走者の出塁記録はないものとする。ただし、盗塁、盗塁刺、得点、残塁などは 
     記録する。 
    ・規定により出塁した 3 走者を絡めた打点、併殺打などはすべて記録する。 
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【球　場　案　内】

岡崎市民球場

豊川ｽﾎﾟｰﾂ公園野球場

豊川市野球場

県営新城総合公園野球場

岡崎市龍北総合公園野球場

愛知県岡崎市高隆寺町峠１番地
（岡崎中央総合公園）

愛知県豊川市千両町折橋20-1

愛知県豊川市諏訪西町１丁目79

愛知県新城市浅谷字ヒヨイタ40

愛知県岡崎市真伝町亀山12-2
（岡崎市龍北総合運動場）

岡崎市龍北総合公園野球場



代表 伊東　敬晴 代表 高村　治 代表 山本　一利

監督 原　巧 監督 鈴木　具巳 監督 木全　真一

コーチ 山本　真人 コーチ 土田　裕造 コーチ 尾関　大輔

マネージャー 上田　裕文 マネージャー 吉内　真也 マネージャー 桐谷　博光

34 主将 山本　翔空哉 ６年 6 主将 鈴木　壱都 ６年 5 主将 森　　 悠輝 ６年

10 米田　龍 ４年 0 高津　拳士 ４年 1 後藤　伯允 ６年

11 飛安　優杏 ６年 1 鈴木　魁斗 ６年 2 大脇　隼人 ５年

12 筒井　蒼 ５年 4 吉村　真央 ４年 3 川島　有尋 ６年

13 河合　智哉 ６年 10 柿木園　虎毅 ６年 4 奥田　優音 ６年

15 河合　悠吾 ５年 14 中村　颯志 ４年 6 桐谷　奏佑 ５年

18 山田　仁之介 ５年 15 大村　太辰 ４年 7 伊藤　波琉 ５年

19 星野　僚介 ４年 17 中尾　紫音 ４年 8 石原　秀真 ６年

22 上田　遥斗 ６年 21 蝦名　快音 ６年 9 中島　大翔 ６年

23 波田野　憲伸 ６年 25 堀尾　賢之介 ６年 10 大野　瑠心 ６年

24 菅野　航琉 ６年 32 栢工　涼至 ６年 11 上井　佑真 ６年

26 辻岡　成功 ４年 41 清水　鉄平 ５年 12 木下　立稀 ５年

27 依田　一暉 ５年 55 森下　輝 ６年 13 佐藤　蒼真 ４年

31 鈴木　颯 ６年 63 江籠　諒飛 ４年 14 武藤　彪俄 ４年

32 澤田　我暉 ６年 73 柿木園　ナナミ ４年

代表 中村　直人 代表 星野　直之 代表 加藤　剛司

監督 長尾　文博 監督 中川　和彦 監督 志賀　裕一

コーチ 辻　啓人 コーチ 緒河　清以 コーチ 金井　慎司

マネージャー 佐々木　敦司 マネージャー 小尾　泰央 マネージャー 小塚　章広

18 主将 小田　悠馬 ６年 28 主将 足立　結人 ６年 33 主将 津末　駿晄 ６年

0 吉松　流 ５年 3 渋川　賢人 ６年 1 中島　龍之介 ５年

1 後藤　大和 ６年 5 藤本　優真 ６年 2 新井　伶央士 ６年

2 佐々木　陽翔 ６年 9 足立　颯太 ６年 8 榊原　竣平 ４年

4 佐々木　琉斗 ４年 10 小澤　侑泰 ６年 11 片田　晶凡 ４年

5 渡部　匠 ６年 12 辻      煌生 ６年 12 竹内　心道 ６年

6 水野　葵斗 ４年 14 小尾　圭汰 ６年 18 村田　悠真 ６年

8 松田　光輝 ４年 15 上田    　隼 ４年 21 藤田　崇矢　 ５年

9 後藤　大我 ６年 17 岩永　隼人 ４年 25 濵崎　翔太 ６年

11 前田　将弥 ６年 51 森川　輝琉 ６年 34 小塚　翔也 ６年

12 佐藤　有晟 ６年 93 平居　拓都 ６年 99 手嶋　姫々 ４年

13 藤井　力斗 ６年

17 伊藤　千佳 ５年

22 武藤　湧真 ６年

25 兒玉　阿久里 ５年

51 佐藤　壮 ６年

名古屋東ボーイズ 小坂井ボーイズ 東海ボーイズ

新城ボーイズ 岡崎葵ボーイズ 岐阜ボーイズ



代表 牧野　寛央 代表 富田　敏正 代表 糸　川　賢　一

監督 藤井　健太 監督 佐藤　彰秀 監督 前　出　知　也

コーチ 松浦　孝直 コーチ 中野　誠司 コーチ 中　山　貴　資

マネージャー 岩﨑　祥吾 マネージャー 平山　満之 マネージャー 足　坂　巨　次

6 主将 鈴木　銀之助 ６年 1 主将 鈴木　陽太 ６年 2 主将 新関　廉乃輔 ６年

0 高橋　琉聖 ５年 3 城所　太陽 ６年 1 北畠　彩鈴 ５年

2 岩﨑　煌成 ５年 5 嶋﨑　雄大 ６年 3 守田　　歩 ６年

4 松浦　快成 ６年 6 田中　虹羽 ５年 4 北畠　未結 ６年

5 河合　温瞳 ６年 7 龍野　綾太 ４年 5 長澤　寛汰 ４年

7 森本　陸 ６年 8 木下　夢翔 ５年 7 寺西　勇人 ５年

8 長坂　成悟 ５年 9 森谷      伝 ４年 8 前出　滉惺 ６年

9 松井　熱夢 ６年 10 藤田　葉名 ６年 9 渡邉　駿 ５年

11 竹田　夏弥 ６年 14 石原　昊良 ４年 10 高井　大豪 ５年

17 菰田　大基 ５年 16 河合　飛虎 ５年 13 小林　茶瑠 ５年

18 小林　優太 ６年 26 富田　美妃 ５年 33 谷村　悠翔 ６年

19 鈴木　海音 ５年 31 長坂　康生 ４年 51 真川　結人 ６年

25 平手　希龍 ４年 55 羽田　蒼一朗 ５年

33 辻 　　獅童 ６年 77 中島　一紀 ４年

51 井上　史都 ５年

55 熊澤　明煌 ４年

99 松井　大夢 ６年

代表 鈴木　博貴 代表 林　　     透 代表 松本　雅人

監督 井上　秀之 監督 長尾　    実 監督 吉田　雄一

コーチ 紙谷　和斗 コーチ 伊藤　文博 コーチ 神生　泰介

マネージャー 倉橋　孝匡 マネージャー 石田　侑靖 マネージャー 野田　智大

17 主将 宮原　啓太 ６年 4 主将 近澤　快飛 ６年 4 主将 藤原　佑真 ６年

1 安藤　 　響 ６年 1 和手　陵恭 ５年 1 野田　虎輝 ６年

4 尾前  りょう ５年 2 前田　泰志 ４年 2 吉田　大峨 ５年

5 佐々木　優多朗 ６年 3 三澤　周平 ６年 3  畑　　楽海 ６年

7 倉橋　成颯 ５年 5 馬場　海弥 ６年 5 浦野　大和 ６年

8 鈴木      慶 ６年 6 平野　光樹 ５年 6 福永　真沙斗 ６年

10 森      雅宗 ６年 8 浅野　流輝 ５年 7  舘　建次郎 ５年

11 峰澤　蒼心 ６年 9 市橋　拓矢 ６年 8 濵野　晄雅 ５年

33 川畑  琉聖 ５年 10 富倉　颯大 ５年 9 杉本　涼輔 ５年

41 門脇  琉聖 ６年 12 蔭山　律輝 ５年 10 佐藤　大介 ４年

51 佐々木　駿太朗 ６年 14 木全　礼恩 ５年 11 濵野　愛雅 ４年

15 後藤　圭輝 ５年 15 中川　大知 ４年

17 平野　登有 ５年

18 大瀬良　蒼空 ６年

21  松浦　大悟 ５年

22 山田　恵大 ６年

23 狭間　幹矢 ４年

25 青山　瑞來 ６年

26 宮野　瑛心 ４年

豊川中央ボーイズ 愛知豊橋ボ－イズ 津ボーイズ

岡崎中央ボーイズ 稲沢中央ボーイズ 三重伊勢ボーイズ



代表 渡邉　誠 代表 丹羽　英之 代表 伊藤　大輔

監督 姫野　孝明 監督 川島　達也 監督 瀬河　博

コーチ 鈴木　正勝 コーチ 山﨑　史博 コーチ 菊地　潤

マネージャー 伊藤　克彦 マネージャー 藤城　徹也 マネージャー 浅野　允希

11 主将 柴田　悠稀 ６年 9 主将 伊藤　 皓章 ６年 3 主将 山田　龍応 ６年

1 竹内　央嘉 ４年 1 木下　楓華 ４年 1 青山　薪宥 ６年

2 伊藤　龍斗 ５年 3 山﨑　優心 ５年 2 永井　涼太 ６年

3 竹内　央嘉 ４年 17 木下　龍輝 ６年 5 森村　天翔 ６年

5 深田　琉生 ５年 55 柳田　琥子 ４年 6 佐竹　大和 ６年

6 佐藤　慎之助 ５年 10 田中　凱人 ６年 16 山本　麗汰 ５年

8 山下　誠太郎 ５年 3 梅田　琉来 ６年 17 舘　希竜 ５年

9 河合　城知 ５年 4 安藤　颯真 ５年 18 橋爪　歩大 ５年

18 齊藤　煌太 ４年 5 天野　晃汰 ５年 19 伊藤　皇太 ５年

23 稲吉　柊人 ４年 7 中村　海斗 ５年 20 南　茉冶 ５年

41 鈴木　巧海 ５年 8 早川　央惺 ６年 21 藤森　司 ５年

77 千代島　舜 ５年 9 今泉　清 ５年 22 宇藤　倖之助 ５年

86 山本　遥 ４年 21 稲垣　風香 ５年 23 諸岡　和輝 ５年

51 坂田　慎一郎 ５年 26 濱家　侑生 ４年

55 岡本　來土 ６年 27 南　咲翔 ４年

代表 中島 一迪 代表 石川　卓

監督 縄田 秀樹 監督 福島 浩章

コーチ 松原 知輝 コーチ 深堀  祐輔

マネージャー 岩田 将宏 マネージャー 木村　泰史

6 主将 小川 巧 ６年 2 主将 五十棲　漣 ６年

1 淺野 桃夢 ６年 1 深堀　理人 ４年

2 池端  真叶 ６年 3 小原　総司郎 ５年

3 石田 一慧 ６年 4 小野田　瑚珀 ６年

4 糸魚川 輝 ５年 7 木村　賢介 ６年

5 岩田 悠汰 ５年 9 中尾　斗唯 ５年

7 竹内 進太 ５年 10 近松   楽汰 ６年

9 青山 獅王 ５年 11 伊藤　 一輝 ６年

10 吉川 颯汰 ５年 13 河合　英伸 ５年

11 磯金 海里 ５年 14 木本　晃希 ６年

12 安田 瑛太 ５年 18 田村　将輝 ５年

13 纐纈 星夢 ４年

愛知幸田ボーイズ
三河一宮ボ－イズ＆

豊橋ボーイズ合同チーム
四日市ボーイズ

春日井ボーイズ 豊川ボーイズ








